令和７年度愛媛県事業系食品ロス削減トライアル補助事業申込書

	ふ　　り　　が　　な

事業者名
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かぶしき),株式)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がいしゃ),会社)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まる),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まる),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まる),○)

	ふ　　り　　が　　な
代表者職氏名
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だいひょう),代表)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とりしまりやく),取締役)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えひめ),愛媛)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たろう),太郎)

	事　務　所

所　在　地
	〒790－0000
　○○市○○町○○番地
℡（089）000－0000　　　　FAX（089）000－0000
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:aaa.bbb@ccc.ddd.co.jp

	担当職員の

連絡先
	担当者　[職名]　○○部長　　　[氏名]　愛媛　次郎

	
	住

所
	（※上記と異なる場合に記載）

〒790－0000
　○○市○○町○○番地
℡（089）000－0000　　　　FAX（089）000－0000
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：eee.fff@ccc.ddd.co.jp


≪記入上の注意点≫
　１　押印の必要はありません。
　２　別紙事業計画書及び別表収支予算書を添付してください。
　３　その他の添付書類

・事業の概要、経費の内容がわかる資料
・事業者、店舗の概要がわかる資料

 
別紙１

事　業　実　施　計　画　書
	事業者名
	株式会社○○○

	業種分類
	※交付要綱別表１から当てはまる業種を転記すること。
大分類（　外食産業　）中分類（　76　飲食店　）

	事業名
	食べ残し削減のための啓発及び持ち帰りサービス促進事業

	実施時期
	令和○年○月○日（○） ～ 令和○年○月○日（○）

	実施場所
	（所 在 地）○○市○○町○○番地
（施設名等）株式会社○○○　○○店

	１　事業実施目的
　　※補助金交付要綱第１条に掲げる目的を踏まえて、事業実施の目的を記入

◎交付要綱（抜粋）
　　第１条　県は、愛媛県食品ロス削減推進計画に基づく推進目標の達成に向けて、食品ロス削減の推進及び資源の循環的な利用を図るため・・・



	２　事業概要

≪例≫
当社はレストランを営んでおり、食べ残しによる食品ロスが年間〇〇kg発生している。以下の食品ロス削減策に取組むことで食べ残しを減少させる。
（1） 啓発ポスター及び持ち帰り時の注意事項等を記載したリーフレットの作成
来店客に残さず食べきることの重要性を伝えるために、ポスター
を作成する。また、持ち帰り時の衛生面での注意事項等を記載した
リーフレットを作成する。
（2） ドギーバッグの導入

　　　　やむを得ず食べ残しが発生し、来店客から持ち帰りの希望があった際に対応できるようにドギーバッグを導入する。

	３　情報発信の方法
（情報発信を実施する媒体に☑を記入すること。）
※可能な限り所有する全ての媒体で実施すること。
☑自社ホームページ
□ブログ
☑メールマガジン

□Ｘ（旧：Twitter）
☑Instagram
□Facebook
□その他（　　　　　　　　）

	４　事業実施体制

≪例≫
　　　責任者：○○部長　愛媛　太郎
　　　啓発チラシ・持ち帰り用リーフレット作成担当：松山　一郎
　　　ドギーバッグの導入担当：松山　次郎

　　　ＳＮＳ発信担当：松山　三郎

	５　事業実施スケジュール

　≪例≫
　　　令和〇年〇月：啓発チラシ・持ち帰り用リーフレットの作成委託

　　　令和〇年〇月：ドギーバッグの選定

令和○年○月：啓発チラシ・持ち帰り用リーフレット完成
令和○年○月：ドギーバッグの導入・持ち帰りサービス開始

※HP等での情報発信は随時実施


	６　事業目標
（現状値及び取組みによる食品ロス削減量の目標値をできるだけ具体的数字によって記載すること。）

≪例≫
　　食べ残しによる食品ロスが現状年間で約〇〇kg発生している。本取組みを実施することで年間○○kg食品ロスを削減させる。


	７　その他事業実施にあたり期待される効果
　≪例≫　
・レストランの食品ロス削減だけでなく、来店客の食品ロス削減に関する意識
の醸成にもつながる。

　・SNSで本事業の取組みを発信することで、来店客以外にも幅広く食品ロス削
減策を周知できるため、愛媛県内の食品ロス削減に寄与することができる。




別紙２
収　支　予　算　書

（収入の部）

	事　業　区　分
	予　　算　　額
	備　　　　　考
	

	県　補　助　金

自　己　資　金


	
　　　  ２００，０００
　　　  ４００，０００

	
	

	計
	　　　　６００，０００
	
	


※当該経費に係る消費税及び地方消費税相当額は含めないこと。
　※県補助金額は千円未満を切り捨てること。
（支出の部）

	事　業　区　分
	予　　算　　額
	備　　　　　考
	

	1 食品ロス削減PR事業
④技術・設備導入事業
	　　　　　　　 　　　　　
３５０，０００
２５０，０００
	1 チラシ作成費　
　　　　　１００，０００円
1 リーフレット作成費
１００，０００円
1 チラシ・リーフレット作成委託費　　　１５０，０００円
④ドギーバッグの導入経費
　　　　　　２５０，０００円
	

	合　　　計
	６００，０００
	
	


※事業区分欄には、交付要綱別表２に掲げる事業区分から転記すること。

※備考欄には、内訳を記入すること。
※総事業費の３割以上を占める補助対象経費は、見積書の写し又はカタログ等定価
がわかるものを添付すること。

申込書（記入例）





・補助対象経費に補助率1/2をかけた金額が20万円を超える場合は、補助金額は20万円となる。


・その他、欄外の注意書きに注意すること。





予算額に対する内訳を記載









